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昭和 28 年（1953 年）7 月 18 日、前日から降り始めた雨は未明に激しさを増し、有田川流域に大き

な被害をもたらしました。通称「7・18 水害」と呼ばれる大災害が私たちの町に起きたのです。

災害から 70 年。近年、災害の規模が変化している中で、本年 6 月には豪雨による被害が有田川町

にも発生しています。過去の災害が、今を生きる私たちに示している教訓を学んでみませんか。

災
害
を

知
る

●
ご
存
じ
で
す
か
、
7
・
18
水
害

7
・
18
水
害
が
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
見
聞
き
し
て
い
た
と
し
て

も
、
具
体
的
な
規
模
ま
で
ご
存
じ
の
方
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
、
実
際
の
「
被
害
件
数
」
と
時
間
経
過

に
伴
う
「
被
害
状
況
」
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。

●
有
田
川
町
内
の
被
害

　

昭
和
28
年
（
1
9
5
3
年
）
当
時
は

有
田
川
町
の
前
身
で
あ
る
吉
備
町
・
金
屋

町
・
清
水
町
で
は
な
く
、
12
の
村
が
存
在

し
ま
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア
内
で
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
、
水
害
で
命
を
落

と
さ
れ
た
方
は
1
9
3
名
で
す
が
、
こ

の
う
ち
、
お
名
前
の
分
か
っ
て
い
る
方
は

1
9
2
名
で
す
。
亡
く
な
っ
た
方
の
人

数
に
は
、
行
方
不
明
と
な
り
、
生
還
が
望

め
な
い
と
し
て
死
亡
確
認
が
行
わ
れ
た
方

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
人
数
は
、

1
4
8
名
で
、
約
8
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
一
点
だ
け
で
も
、
い
か
に
災
害

規
模
が
大
き
く
、
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た

か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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